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研究成果の概要 

 

本共同研究では比較軸として、地域間比較（サハリン、シベリア、中国、台湾、べトナム、イ

ンドネシア…）、時代間比較（日清戦争、日露戦争、第二次世界大戦…）、軍民間比較（民間人残

留者、「残留兵」、「抑留者」…）を設定し、数度にわたり研究会を開催し、各自の担当地域・集団

に関する研究・資料状況や課題などについて情報交換を行ったほか、「残留」「抑留」概念の再検

討や各地域・集団間の「残留」現象の普遍性と特殊性について検討し、その議論の成果について

は、スラブ・ユーラシア研究センター主催のセミナー「残留の比較史研究：シベリアから台湾・

東南アジアまで」でも報告した。 

本共同研究を通じて、「境界変動」によって「国民再編」が起き「住民移動」とその対現象とし

ての「残留」が発生すること、そして「残留」の継続には、境界の透過性に加え、社会が「残留」

をどのように認識するかという構築性も深く影響していることが確認でき、近現代に普遍的な現

象であることが提起できた。 
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研究成果の概要（続き） 

また、「残留」現象を把握するにあたっては、生活不安や家族離散といった私的領域と、国民

感情・対外政策などの公的領域という二層の相互作用に着目する必要性が確認できた。 

「残留」概念をめぐっては、再検討を通じて「境界変動後の再境界化過程（国民再編・住民移

動）を経ても自身の従来の国籍国あるいは〈民族〉的帰属国の実効支配地域の外にとどまること」

という暫定的定義を得た。しかしながら、実際に社会で何が「残留」と呼称されるかは、人口規

模や新境界の透過性などに影響される。 

残留の「構築性」については、「記憶構築」には政府見解以外にもジャーナリズムや市民運動

が強い影響力を与えていることが確認できた。 

日本人残留者については、非自発性を含意する「未帰還者」という呼称から、自己意思を含意

する「残留者」へと呼称が変わり、さらに帰還権を保障する必要のない「在外国民」（日本国籍

維持）「在外同胞（日系人）」（現地国籍取得）へと扱いが遷移していくということも提起できた。

しかし、この遷移には国際関係が大きく影響しており、社会主義圏の残留者は「未帰還者」とし

て扱われる時期が、非社会主義圏の残留者よりも比較的長かったという相違が見られた。 

境界変動・国民再編による残留者の「外国人化」は、在日韓国・朝鮮人に見られるように〈共

生〉の〈歴史〉の剥奪でもあり、分断・排外主義へもつながっていくことも指摘できた。 

残された課題としては、①「残留」ではないより包括的な用語の検討、②東ユーラシア以外の

事例との比較、③長期戦争捕虜の学術上の扱いの検討、などが残されている。 
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